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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、身体障害者が体験する社会的不利はどのようにして生じ、具体的にどのようなものとし
て彼/彼女らの生活に現れるのか、また身体障害の状態と社会的不利は連動するのか否かについて分
析、考察した社会学的研究である。 
先行する障害者研究では、研究対象が障害が可視的な重度障害者に特化する傾向が否めなかった。
そこで念頭におかれていたのは障害が可視的で、機能的に「できない」障害者であり、そうした重度
障害者が「障害者」として一括りに扱われ、モデルストーリーとして論じられることが多かった。そ
こでは、身体障害の状態と社会的な不利は連動するという先入観が疑いもなく基底に置かれていたと
言える。これまで、可視的ではない障害者、自身を重度障害者と認識していない人々、いわゆる軽度
障害者とされている人々について言及したものはほとんどない。また、身体状況では障害者の括りに
は入らないが社会的不利は大きい人々に言及した論考や、まして障害者研究において健常者について
語られた論考も非常に少なかった。しかし、障害の重/軽や、当事者の主観の持ち方によって障害が
当事者の意味世界に及ぼす影響は異なるのではないだろうか。自身の障害を軽いと認識している人々
は、重いと認識している人びととは別様の生きづらさを感じているのではないだろうか。全盲などの
重い障害なのに自由に動き回れる人々は、自身のアイデンティティをどこに位置づければよいのだろ
うか。障害者の括りには入らないが社会的不利は大きい人々や健常者は、障害という概念においてど
う位置づけられるのだろうか。本論はこれらの問題に着目し考察する。 
研究対象は、自身の障害を重い障害ではなく軽い方に入ると考えている人、及び身体的障害自体は
重くとも日常生活に介助がほとんどいらない人である。彼/彼女らの生活史を聴き取り調査し、これ
を分析することによってその意味世界を浮き彫りにする。なおここでの考察は、身体障害者に限るこ
ととし、精神障害者や知的障害者は含まないものとする。精神障害や知的障害にも重度／軽度の差が
あり、身体障害のそれと対応することはあるのかもしれない。同様の問題が生じているのかもしれな
いが、障害のあり方が違うのであるから、その障害が当事者の主観や生活に及ぼす支障にも違いがあ
るであろう。軽々に同一視することはできないと考えたためである。 
本論文は、10 章からなる。まず、序章「障害の多元的な理解にむけて」で本論文の問題を提起す
る。障害者を一元的に捉えるのではなく、多元的な捉え方、視点を提供する。そして、これまで語ら
れてこなかった障害者が体験する社会的不利に言及し、最終的には身体障害の状態と社会的な不利は
連動しないことを明らかにすることがめざされる。障害という概念の総合的把握が本論文の特色であ
る。 
第１章「障害学の歴史と変遷―イギリス障害学を中心に」では、本論文が「障害の社会モデル」の
立場にたつことを明言し、このモデルの歴史と変遷をイギリス障害学を中心に見ていく。イギリスの
研究を中心にみる理由は、障害学は英米それぞれの障害者運動を通じて発生してきたとはいえ、理論
的にはイギリスで確立し、また日本に紹介される障害学の業績の多くがイギリス障害学の成果に拠っ
ているからである。本章の後半では、イギリス障害学の学術誌 “Disability & Society” の投稿論
文から近年の研究動向を探る。 
第２章「研究枠組みと調査概要」では、本論文の研究枠組みであるシンボリック相互作用論を提示
し、さらに逸脱・障害をめぐるアイデンティティ論に言及し、本論文がＨ.ベッカー、Ｅ.ゴフマンら
の研究に立脚していることを示す。調査方法は生活史法である。2004 年 11 月から 2010 年 3 月まで
の間に 21 人にインタビュー調査を行った。インフォーマントとは、いわゆるくさり式によりパーソ
ナルな機縁をたどって出会った。調査に用いた方法は半構造化面接法で、インタビューの所要時間は
1回につき 1時間半から 3時間くらいであった。調査後克明なトランスクリプトを作成し、Ｄ.ベル
トーの言う「繰り返し」をたぐって考察する。本章末にインフォーマントのフェイスシートを載せて
いる。 
第３章「ディスアビリティを可視化する」では、障害という概念の総合的把握を可能にする一試み
として、「障害見取り図」を提示する。まず、本論文が依拠する「障害の社会モデル」に則り、障害
の身体的状態を表す「インペアメント」と、社会がそのインペアメントに配慮しないことによって起
こる社会的不利益や制約である「ディスアビリティ」を分離する。図の横軸にインペアメントをとり、
その左端を 0とし右端を 100 とする。この左端とＬ字型に垂直に交わるように縦軸を引き、これをデ
ィスアビリティとする。縦軸の上端を 100 とし下端を 0とする。横軸のインペアメントと縦軸のディ
スアビリティ双方が垂直に交わる位置、すなわち両方とも 0の位置にいるのが健常者、これと対角線
上にある位置、すなわちインペアメントとディスアビリティの双方とも 100 に近い位置にいるのが重
度障害者と規定した。そして、ディスアビリティを計測するため 8つの要素、すなわち、物理的障壁、
制度的障壁、文化・情報面の障壁、意識上の障壁（偏見・差別を指す）に加えて、ジェンダー、エス
ニシティ、教育年数（学歴）、地域間格差を採用し、これらの要因を具体的に検討し、図上に障害の
位置を見ていく。 
その結果、第一に障害は固定されたものではなく、可変的なものであり、ディスアビリティは動く
ということ、第二に、したがって重度障害は軽度化し得るという知見が得られた。障害は状況によっ
てその不自由さが変化するという可動性を有しており、したがって極めて社会的な産物であることが
ここでも証明されたと言える。ドミナントな障害理解では、インペアメントは重くなることはあって
も軽くなることはないといういわば医学的解釈によって、軽度障害もいずれは重度障害になるとの理
解のうえに成り立っている。従来の「社会モデル」も、ディスアビリティを下げることがすなわち障
害の軽度化に繋がるとは必ずしも明確に指摘していない。上記二点の知見は、ディスアビリティを要
素に分解し内容分析し、可視化したことによって得られた重要な知見といえるだろう。障害見取り図
はインペアメントのない人々をも反映しており、障害によって人が無力化される社会、いわば
Disabled Society を俯瞰できる構図になっている。  
以上の理解の上に立って、３章の後半ではインペアメントとディスアビリティの両者とも 0の位置
にいる健常者と、インペアメントは 0 にも関わらずディスアビリティの高い人々について考察する。
石川准は、その身体が自明とされる存在として健常者をノーバディ（nobody）と呼んだが、この説に
は近年いくつかの反論がある。たとえば、重度障害者の介助者として障害者に出会う健常者は単なる
ノーバディにとどまらないことを示した研究がそれであり、筆者もその見解に賛同する。自明な「ノ
ーバディ（nobody）」という認識を引っ繰り返すためには、介助の必要な重度障害者という極点を見
て受けるほどのインパクトが健常者には必要なのかもしれない。介助の必要がない程度の軽度の障害
者は、障害者として認識されにくいという事実がここにも見て取れるようである。インペアメントが
0にも関わらずディスアビリティが高い人々については、あざのある人々を挙げた。そして、異形の
生きづらさという点について、身体障害は通常の美の規範から逸脱した異形をともない、その異形こ
そがスティグマとして当事者の生きづらさにつながることに言及している。  
第４章からは、現在までの障害者研究がほとんど言及してこなかった軽度障害者について、障害の
社会モデルに立って論じている。ここで軽度障害者とは、上記図で言えば、インペアメントもディス
アビリティも中心点近くか、あるいは両者とも低い位置にいる障害者のことであり、こうした人々に
ついて以下の３章にわたって考察する。まず、第４章「軽度障害者の意味世界」では、「障害の重さ
と生きづらさは比例する」という社会通念への疑問から稿を起こし、「障害の重さと生きづらさは比
例しない」ことを示す。そのうえで軽度障害者の意味世界を探り、重度障害者とは別様の生きづらさ
を感じているのではないだろうか、あるとするなら、それはなにであるのか、そしてそれはなにに起
因するのだろうかという問いをたてて考察する。その結果、軽度障害者は人生の初期の段階から孤立
を経験し、健常者のなかで理解されず、帰属集団を確信できずに周縁におかれている。自身の価値に
不安を覚え、したがって価値を補償しようと努力する。「できる」ことを証明するのである。そして
健常者並みに役割を果すためにコストを払い続ける。しかし、コストを払っても破綻を迎えることが
ある。すると今度は「できない」ことを認めてもらわなくてはならない。一見して「できない」とは
見えないために、障害の「証明義務」は当事者自身を疲弊させる。そして首尾よく証明に成功したと
しても、障害者であると認定されて再び孤立の立場に戻っていく。メビウスの帯のような、ねじれな
がら終わりのない循環をまわり続けているかのようなひとつのサイクルがあることが示される。 
続く第５章「障害者手帳をめぐるアイデンティティ・ゲーム」では、身体障害者手帳というアイデ
ンティティカードが当事者に引き起こすアイデンティティの揺らぎを見る。障害者手帳は、自身を「障
害者」と同定するスティグマの象徴である。だから、隠したい。だが一方で、これによって福祉サー
ヴィス等を受けられるので、経済的自助のためには見せて活用したい。障害者手帳をめぐって、当事
者がアンビバレントな感情に翻弄されるさまを描いている。 
第６章「晴眼者か盲人か―『どっちつかず』を生きる」では、ひとりの障害女性の生活史を詳しく
たどっている。健常者社会に生きているときは障害のために生きづらさを感じ、盲学校に入りなおす
ことで障害者社会に身を置くと、その障害が軽いため障害者と認められず、健常者（晴眼者）でもな
く障害者（盲人）でもないという奇妙な立場にたつことになる。「どっちつかず」を生きなければな
らない軽度障害者特有のアイデンティティを省察している。 
次の第７章「ディスアビリティと格闘する」に描いたのは、重度障害者と軽度障害者の淡いにいる
障害者である。日常生活において特に介助もなく過ごす彼/彼女らは、重度障害者とは呼び難いが、
軽度とも言いきれない、グラデーションのなかにいる人々である。彼/彼女らの生活の位相によって
高から低へ、またその逆へとディスアビリティは大きく変化する。なかでも「なにもできない人」と
いう意識上のディスアビリティは、彼/彼女らの生活を圧迫する。本章ではこのディスアビリティと
の格闘から障害者が社会に統合される道を模索する。この社会は障害者を一応受け入れているかに見
えるが、その実決して統合しようとせず、排除の位置においている。そういった社会の在り様に対し
て、ある人々は尊厳をもって立つひとりとして、おもねるかのような生き方を潔しとしない。それゆ
え、さらなる同化には向かわず、現在の位置にとどまりつつ自らの価値を主要な生活の場以外のとこ
ろで補償している。また、ある人々は、統合への強い願望をみせる。健常者に引けをとらない自身の
能力によって、あるいは障害者として分相応な位置に留まるという同化努力によって統合を目指す。
そしてまた、新しい道を探して、健常者とは異なる人としてそのまま統合される道を進もうとする
人々がいる。ディスアビリティと格闘する姿勢の３つのパターンから、尊厳をもって立ち、統合され
る道を考察する。 
第８章「称揚される物語と『自分らしさ』の陥穽」では、いわゆる重度障害者について考察する。
障害者運動が活発になった 60 年代後半から現在までを概観し、重度障害者によって担われた運動の
歴史から、ドミナントな価値観へのカウンターストーリーがうまれたことを確認する。現在もカウン
ターストーリーは踏襲されているが、ある意味形骸化しているのではないか、「障害があっても地域
で暮らす」ことを目指してきた障害者が、地域あるいは他の集団との協働関係を結べるような、なん
らかの回路を模索していく必要性を指摘する。 
終章「無限ループから下りる方法（『異化＆統合』をめざして）」では、障害者が同化されつつ排除
されている現状をデータに基づき詳述する。本論文から得られた知見を整理するとともに、「障害」
という事象はインペアメントもディスアビリティも 100 に近い最重度の障害者と健常者の間のグラ
デーションとして存在していることを明らかにする。そのなかにあって重度とそれ以外の障害者の間
に、通奏低音のように共通する価値剥奪の痛みとそれへの反発があること、それゆえに両者とも存在
証明をしようとするが、より証明にかりたてられるのは、社会との接点が多く常に異化された者とい
う視線にさらされる軽度の方であることを述べる。そのうえで、統合を望むにも関わらず無限ループ
のように排除に落ちていく障害者に、尊厳をもって立ちつつ統合に向かう道があるのか否かを論じる。
本論文の結論は、無限ループから降りる方法は自身の希望に忠実に、声高にではなく地道に統合を求
め続ける。そういう一人ひとりの声に連なっていくこと、ひとつひとつの点を結んでいき、その点が
あげる声を肯定する人が増えていくこと、地道に着実に異化された者としてそのまま統合への道を歩
き続けること、というものである。時間がかかるであろう。しかし、迂遠なようでいて、これが最も
着実な道なのではないかと考えるのである。 
最後に、今後にむけた障害者問題研究の課題を提示する。とくに障害と女性、障害と貧困の研究が
やっと近年になって蓄積しつつあるが、まだまだ薄い。今後は、こういった研究が重要な課題となろ
う。本論文は、障害という概念を把握するひとつの理念型として「障害見取り図」を提示し、これに
基づいて健常者と日常的に介助の必要な重度障害者の間、グラデーションのなかにいる障害者に言及
する。いわば市井に生きる障害者を描く試みであり、重度障害者に特化されがちであった従来の障害
研究に新しい視点を提供するものである。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
これまでの社会学的障害者研究は重度障害の研究が中心で、かつ「障害の程度と社会的不利益は比例
する」との前提をアプリオリに措定する傾向があった。本論文はこの前提を疑うことから出発してい
る。自らの障害を軽いと認識している人々は、重いと認識している人々とはまた別様の生きづらさを
感じているのではないか――この仮説の検証が本研究の目的である。本論文は、研究上あまり注目さ
れてこなかった軽度身体障害者の意味世界に光を当てることによって、身体障害と社会的不利益に関
する研究に新たな地平を開拓した画期的研究と言って過言ではない。 
 本論文は全 10 章からなっている。上述の問題意識と仮説を提示した序章「障害の多元的な理解に
向けて」に続き、第 1章「障害学の歴史と変遷――イギリス障害学を中心に」では、本論文が「障害
の社会モデル」の立場に立つことを明らかにした上で、このモデルが生まれたイギリス障害学の研究
成果をレビューする。世界の障害学で最も権威の高い学術雑誌の一つ、“Disability & Society” の
詳細なレビューは、私たちにも貴重な情報をもたらしている。 
 第 2 章「研究枠組みと調査概要」では、障害者の意味世界を探究する理論的準拠点をＨ.ベッカー
のシンボリック相互作用論と、Ｅ.ゴフマンの逸脱・障害のアイデンティティ論に求めている。調査
方法は生活史法である。論者は単独で 21 人の軽度・重度障害者にロング・インタビューを行ってい
る。サンプルの類型的把握が必ずしもクリアではないが、今回のテーマに関する限り、量的には十分
なサンプルを収集したと言えよう。理論と実証の適合性が確保されている。 
 第 3 章「ディスアビリティを可視化する」では、ディスアビリティ（社会がインペアメント（機能
障害）に配慮しないことによって起こる社会的不利益）の 8つの指標――物理的障壁、制度的障壁、
文化・情報面の障壁、偏見・差別という意識上の障壁に加えて、ジェンダー、エスニシティ、教育年
数、地域間格差――を検討し、第 1に障害は可変的であり、ディスアビリティは変動すること、第 2
に、したがって重度障害も軽度化しうること、これらの知見を得ている。この知見が独創的と言える
理由は、ドミナントな障害研究――身体モデル――が、軽度障害もいずれは重度化するとの理解に立
っており（インペアメントは重くなっても軽くはならないとする医学的解釈に依拠して）、また、従
来の「社会モデル」も、ディスアビリティを下げることが障害の軽度化に繋がるとは必ずしも明言し
ていないからである。本章はこうした定説に再考を迫るアンチテーゼの提出である。この章ではまた、
健常者やユニークフェイス（インペアメントは低いがディスアビリティが高い）の持ち主も含めた
Disabled Society の総合的把握の試みが、「障害見取り図」という論者独自のグラフを用いて提案
されている。これらの知見と社会観は社会学界ではきわめて斬新なものと受け止められており、彼女
を「軽度障害研究のパイオニア」と評する人もいる。 
 第 4 章から第 6章にかけて軽度障害者の生活世界が次々と描写されていく。第 4章「軽度障害者の
意味世界」によれば、軽度障害者は人生の初期から健常者に理解されず、孤立を経験し、帰属集団を
持てずに周縁におかれている。そのため自らの価値に不安を覚え、その価値を補償しようと健常者並
みに社会的役割が遂行「できる」ことをコストを払って証明し続けなくてはならない。しかし、もし
もそれが破綻したとき、今度は「できない」ことを認めてもらわなくてはならない。しかし、軽度障
害者は一見したところ「できない」人には見えないために、この証明努力は当事者を疲弊させる。そ
して首尾よく証明に成功し、障害者と認定されたとき、かれらは再び孤立の立場に戻っていく……。
この「できる／できない」の無限循環過程を「メビウスの帯」になぞらえたのは巧みである。まさし
く「障害の重さと生きづらさは比例しない」（仮説）のである。 
 続く二章も仮説検証の試みが続く。第 5章「障害者手帳をめぐるアイデンティティ・ゲーム」では
身体障害者手帳が当事者に引き起こすアイデンティティの揺らぎを、第 6章「晴眼者か盲人か」では
健常者の社会から盲学校へ身を移したときに経験するアイデンティティの揺らぎを、それぞれ考察
し、仮説の確からしさを高めている。 
 第 7 章「ディスアビリティと格闘する」は障害者の社会的統合に関する考察である。前章までとの
関連で言えば、「メビウスの帯」を断ち切る実践的テーマへの取り組みである。障害者たちの所属集
団は彼らのディスアビリティを減じる（統合する）方向で努力しているかに見えながら、その実決し
て統合しようとせず、彼らを排除し続けている。そうした状況への当事者たちの対応をパターンに分
けて観察し、社会的統合のあるべき方向を展望した。分析図式の洗練度があまり高くない点が惜しま
れるが、障害者たちが「格闘」する姿をリアルに描写することによって実践的課題に踏み込んだ点は
評価できる。 
 ところで、本研究は軽度障害者との対比で重度障害者も視野に入れている。その試みが、第 8章「称
揚される物語と『自分らしさ』の陥穽」である。かつての重度障害者の社会運動からドミナントな価
値観に対するカウンターストーリーが生まれたが、そのひとつに「障害があっても地域で暮らす」と
いう生き方がある。しかし論者によれば、現在これが形骸化しているという。その再活性化のための
地域社会と障害者を結ぶ回路の模索が、ここでの問題提起である。社会的統合の問題を重度障害者の
生活世界に見る一試みとして、本章が本論文に挿入された意義は小さくない。 
 終章「無限ループから下りる方法」は、以上の考察を踏まえて「障害」という事象が、インペアメ
ントもディスアビリティも「100％」に近い最重度の障害者と健常者の間の可変態として存在してい
ること、および、重度と軽度の間の存在証明の苦しみという共通性は認めた上で、その存在証明に、
より強く駆り立てられるのは社会との接点が多く、異化された者としての視線にさらされ続ける軽度
障害者であることを主張する。そして、社会的統合を望みながら排除されている障害者が尊厳を保ち
つつ統合に向かう道としては、統合を求める声に人々が連なること、そしてその声を肯定する人が増
えていくことが最も着実な道であるとの結論に達している。当事者たちの意味世界から紡ぎ出された
結論として十分検討に値しよう。 
 本論文はこれまで研究の光がほとんど当てられてこなかった軽度障害を中心に Disabled Society
の総合的把握を試みた、きわめて独創的な研究といえる。障害とジェンダー、障害と階層、障害とエ
スニシティといった複合問題が未着手であることは論者も十分認識しているところである。しかし、
そこへ進むための基礎研究としての意義は小さくない。本研究は当分の間、当該分野の必読文献とし
て参照され続けるであろう。 
  以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ
る。 
